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水
循
環
基
本
計
画
の
見
直
し
へ

岸
田
首
相
水
道
行
政
移
管
を
契
機
に
改
定

新
た
に
審
議
官
グ
ル
ー
プ
発
足

斉
藤
国
交
相
が
行
政
移
管
で
訓
示

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
（
本
部
長
・
岸
田
文
雄
首

相
）
は
４
月
２
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
首
相
官
邸
で
第

６
回
会
合
を
開
き
、
今
夏
を

め
ど
に
水
循
環
基
本
計
画
を

改
定
す
る
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
。
席
上
、
岸
田
首
相
は

水
道
行
政
の
移
管
を
契
機
に

水
循
環
政
策
を
抜
本
的
に
見

直
す
と
意
欲
を
示
し
た
。

水
循
環
基
本
計
画
の
改
定

に
つ
い
て
は
水
道
整
備
・
管

理
行
政
の
移
管
な
ど
に
対
応

し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
必

要
と
の
認
識
で
一
致
。
人
口

減
少
や
水
道
施
設
の
老
朽
化

が
進
む
中
で
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民

連
携
）
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
上
下
水
道
事
業
の
強
靭
化

に
努
め
て
い
く
。

具
体
的
に
は
令
和
６
年
度

予
算
で
上
下
水
道
一
体
効
率

化
・
基
盤
強
化
推
進
事
業
を

創
設
し
、
上
下
水
道
一
体
と

な
っ
た
災
害
復
旧
対
策
な
ど

を
推
進
す
る
。
ま
た
上
下
水

道
・
工
業
用
水
分
野
で
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
（
公
共
施

設
等
運
営
事
業
）
に
移
行
す

る
た
め
、
管
理
・
更
新
一
体

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
を
導
入

し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／

Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
目
標
達
成

を
め
ざ
す
。

議
事
終
了

後
、
岸
田
首
相

は
「
今
年
度
よ

り
水
道
行
政
が

厚
生
労
働
省
か

ら
国
土
交
通
省

に
移
管
さ
れ
、

上
下
水
道
が
一

体
と
な
っ
た
行
政
が
実
現
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
流
域
全
体
の
最
適
で
持

続
可
能
な
上
下
水
道
事
業
の

再
構
築
、
水
イ
ン
フ
ラ
の
耐

震
化
と
災
害
時
の
代
替
性
・

多
重
性
の
確
保
、
水
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
活
用
の

３
点
を
重
点
に
水
循
環
政
策

を
見
直
し
て
い
く
。
こ
の
夏

を
め
ど
に
基
本
計
画
を
改
定

し
、
関
係
政
策
の
工
程
表
を

策
定
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

指
示
し
た
。

国
土
交
通
省
は
４
月
１
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
幹
部
コ
ー
ナ
ー
会
議
室
で
上
下
水
道
審
議
官
グ
ル
ー
プ
の

発
足
に
伴
う
大
臣
訓
示
式
を
開
催
し
た
。
水
道
整
備
・
管
理
行
政
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
交
省
に
正
式
に
移
管
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
上
下
水
道
行
政
を
一
手
に
引
き
受
け
る
新
体
制
を
確
立
。
斉
藤
鉄
夫
国
交
相
は
能
登
半
島
地
震

で
水
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
た
と
強
調
し
、
上
下
水
道
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
よ
う
一
層
の
奮

起
を
促
し
た
。
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り
、
強
靭
で
持
続
可
能
な
上
下
水
道
の
構
築
を
め
ざ
す
。

今
回
の
水
道
行
政
移
管
で

は
従
来
の
水
管
理
・
国
土
保

全
局
下
水
道

部
を
改
組

し
、
上
下
水

道
を
一
括
し

て
所
管
す
る
上
下
水
道
審
議

官
グ
ル
ー
プ
が
約
１
０
０
名

で
始
動
し
た
。
こ
の
う
ち
水

道
行
政
に
つ
い
て
は
厚
労
省

か
ら
出
向
し
た
職
員
約
３０
名

を
含
め
て
業
務
を
進
め
て
い

く
。
ト
ッ
プ
の
大
臣
官
房
上

下
水
道
審
議
官
に
は
松
原
誠

前
下
水
道
部
長
が
就
任
し

た
。訓

示
式
に
は
同
グ
ル
ー
プ

の
職
員
約
６０
名
が
出
席
。
斉

藤
国
交
相
は
「
水
道
行
政
の

移
管
に
よ
る
上
下
水
道
審
議

官
グ
ル
ー
プ
の
発
足
は
６７
年

ぶ
り
の
大
転
換
だ
。
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
水
道
と
下

水
道
の
行
政
連
携
に
努
め
て

ほ
し
い
。
能
登
半
島
地
震
で

水
は
国
民
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
再

認
識
さ
れ
た
。
災
害
時
も
機

能
を
確
保
す
る
強
靭
で
持
続

可
能
な
上
下
水
道
を
構
築
す

る
こ
と
が
当
省
の
使
命
だ
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
見

や
地
方
整
備
局
の
現
場
力
を

活
用
し
、
政
策
の
着
実
な
実

行
と
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

こ
れ
を
受
け
て
松
原
審
議

官
は
「
上
下
水
道
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、

強
靭
で
持
続
可
能
な
上
下
水

道
を
構
築
す
る
。
能
登
半
島

地
震
へ
の
対
応
で
は
上
下
水

道
の
速
や
か
な
全
面
復
旧
か

ら
将
来
を
見
据
え
た
本
格
的

な
復
興
を
め
ざ
す
。
関
係
省

庁
と
協
力
し
な
が
ら
新
体
制

に
よ
る
円
滑
な
業
務
執
行
に

努
め
た
い
」
と
全
力
で
取
り

組
む
決
意
を
表
明
。
ま
た
記

者
団
の
質
問
に
答
え
て
「
人

口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
当
省
の
強
み
で
あ
る

イ
ン
フ
ラ
管
理
能
力
、
災
害

対
応
力
、
技
術
力
な
ど
を
活

か
し
て
着
実
に
課
題
を
解
決

し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
施

設
の
耐
震
化
、
新
た
な
災
害

復
旧
手
法
、
気
候
変
動
を
見

据
え
た
浸
水
対
策
、
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
上
下
水
道

経
営
の
効
率
化
・
広
域
化
・

官
民
連
携
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

強靭な上下水道構築

訓示式に職員約６０名が参集

一層の奮起を促す斉藤国交相

松原上下水道審議官

今夏の改定を指示する岸田首相
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